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技術の概要

国の機関　 ５　件　（九州　　0件　、九州以外　5件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

建設産業の再生（建設産業の労働生産性の低迷や建設労働者の高齢化）、求められる建設業の
国際競争力の強化、社会資本の維持管理時代の到来への対応を図るため、CIMの導入を進めて
います。

CIM（Construction Information Modelingの略称）とは、調査・設計段階から3次元モデルを導入し、
施工・維持管理の各段階での3次元モデルに連携・発展させることにより、設計段階での様々な検
討を可能とするとともに、一連の建設生産システムの効率化をはかるものである。3次元モデルは
各段階で追加、充実化され、維持管理段階での効率的な活用を図る。（第１回CIM制度検討会資料
より抜粋）
弊社では、上記方針に基づき、計画初期段階から竣工、維持管理まで3次元モデルを活用し、次の
ステップで生かせるようなデータの蓄積を行い、効率化を進めています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

3次元データの活用により、以下の効果が得られます。
・事業計画の可視化による円滑な合意形成の推進
・過密配筋部の鉄筋干渉箇所の照査、3次元モデルによる多面的な施工確認による、施工時の不
具合防止。また、今後、維持管理情報を埋め込むことで、維持管理段階へでデータ活用が可能とな
ります。

４．技術の適用範囲

道路系の適用範囲としては、以下の適用範囲が考えられます。
・道路予備設計、橋梁予備設計：比較案の可視化による合意形成の推進、各種協議の円滑化。
・道路詳細設計、橋梁詳細設計：施工不具合への防止、工事数量等の情報の伝達。
・維持管理：維持管理情報の埋込により、情報の一元管理による効率化。

２．技術の内容

５．活用実績
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６．写真・図・表


